
教
養
と
し
て
の
知
識
教
授
と
授
業
構
成
理
論

－
　
「
学
制
」
頒
布
か
ら
「
小
学
教
則
」
期
に
お
け
る
小
学
校
「
地
理
」
　
に
お
い
て
　
－

米
　
田
　
　
　
豊

明
治
二
年
五
月
に
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
の
小
学
校
が
京
都
市
に
設
立
さ
れ
た
。
翌
明
治
三
年
六
月
に
は
、
六
校
の
小
学
校
が
東

京
府
で
開
校
し
て
い
る
。
「
学
制
」
頒
布
以
前
の
小
学
校
で
は
、
そ
の
設
備
も
教
授
方
法
も
寺
子
屋
と
同
様
で
、
主
要
教
科
目
は
読

書
・
習
字
で
あ
っ
た
。
細
谷
俊
夫
は
、
こ
の
頃
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
二
年
と
い
へ
ば
、
「
小
学
規
則
」
が
設
け
ら
れ
て
、
小
撃
校
の
課
程
は
句
讃
（
素
讃
）
、
習
字
、
算
術
、
語
草
、
地
理
撃
、

五
科
大
意
等
と
定
め
ら
れ
た
年
で
あ
る
が
、
昔
時
は
未
だ
府
願
藩
の
地
方
行
政
と
大
草
の
中
央
教
育
行
政
と
の
連
絡
が
不
充
分

な
烏
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
も
殆
ど
空
文
に
蹄
し
た
。
そ
し
て
江
戸
時
代
そ
の
儀
の
藩
学
、
郷
撃
、
私
塾
、
寺
子
屋
に
よ
っ
て
講

書
、
習
字
を
中
心
と
す
る
教
育
が
依
然
と
し
て
行
ほ
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
た
と
ひ
嚢
の
　
「
世
界
園
姦
」
　
の
如
き
も
の
が
教
授
さ

れ
た
と
し
て
も
国
益
式
に
地
名
が
羅
列
し
て
あ
る
許
り
で
、
見
童
に
は
理
解
し
難
い
も
の
、
或
は
興
味
の
な
い
も
の
と
し
て
、

唯
軍
に
素
譲
の
封
象
と
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
教
授
に
於
い
て
は
地
理
的
要
素
に
は
連
絡
が
輿
へ
ら
れ
ず
、
地
囲

な
ど
は
殆
ん
ど
用
ひ
る
こ
と
な
く
、
自
然
地
理
の
如
き
は
極
め
て
軽
視
さ
れ
て
ゐ
ね
。

社
会
認
識
教
科
目
の
初
見
と
し
て
、
小
学
校
に
「
地
理
撃
」
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
翻
訳
教
科

書
の
「
素
讃
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
『
世
界
国
益
』
は
当
時
の
代
表
的
な
地
理
教
科
書
と
は
言
う
も
の
の
、
「
繊
道
唱
歌
式
の
韻
文
髄
」

り
．

で
、
小
学
生
用
の
「
地
理
」
の
教
科
書
と
し
て
意
図
的
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
か
。

116



そ
の
後
も
、
社
会
認
識
教
科
目
と
し
て
「
地
理
撃
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
菊
池
光
秋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

明
治
三
　
（
一
八
七
〇
）
年
閏
一
〇
月
に
、
京
都
府
で
は
中
学
校
を
設
置
し
、
十
二
月
に
開
校
し
た
。
（
略
）
京
都
留
守
官
の

そ
れ
に
関
す
る
理
由
を
記
し
た
達
し
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
と
中
学
校
の
関
係
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
小
学
舎
普
通
科
に
お
い
て

3

は
、
習
字
・
算
術
（
和
洋
）
・
語
学
・
作
文
な
ど
の
は
か
、
「
地
理
撃
」
を
学
習
す
べ
き
教
科
に
あ
げ
て
あ
懲

一
方
、
文
部
省
布
達
と
し
て
社
会
認
識
教
科
目
が
登
場
す
る
の
は
、
「
学
制
」
に
基
づ
い
て
、
明
治
五
年
九
月
八
日
に
出
さ
れ
た

4

「
小
筆
教
則
」
に
お
け
る
「
地
撃
讃
方
（
地
理
讃
方
）
」
や
「
地
撃
輪
講
（
地
理
撃
輪
講
）
」
で
あ
懲

こ
の
よ
う
に
、
小
学
生
用
に
意
図
的
に
編
集
さ
れ
て
い
な
い
翻
訳
教
科
書
の
「
素
讃
」
が
学
習
内
容
の
中
心
を
占
め
、
地
理
学
の

研
究
成
果
を
組
み
込
ん
だ
授
業
構
成
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
「
学
制
」
頒
布
か
ら
「
小
撃
教
則
」
期
に
お
け
る
小
学

校
の
「
地
理
」
の
授
業
構
成
理
論
を
、
「
教
養
と
し
て
の
知
識
教
授
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
で
は
、
「
小
撃
教
則
」
や
教
授
方
法
の
理
論
書
に
お
け
る
小
学
校
「
地
理
」
の
教
授
方
法
を
分
析
、
検
討
し
、
「
学
制
」
頒
布

か
ら
「
小
撃
教
則
」
期
に
お
け
る
小
学
校
「
地
理
」
の
授
業
構
成
理
論
を
歴
史
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

地
単
語
方
・
地
撃
輪
講
に
お
け
る
地
理
教
育
の
方
法

文
部
省
は
、
「
学
制
」
頒
布
の
翌
月
、
明
治
五
年
九
月
八
日
に
文
部
省
布
達
番
外
と
し
て
、
「
小
撃
教
則
」
を
制
定
し
、
「
撃
制
」

の
方
法
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
地
理
教
育
に
か
か
わ
る
「
地
学
讃
方
」
・
「
地
撃
輪
講
」
に
つ
い
て
分
析
、
検
討
す
る
。

5

1
　
地
撃
讃
方
（
地
理
講
義

「
地
学
讃
方
（
地
理
讃
方
）
」
は
、
小
学
校
下
等
の
五
級
と
四
級
（
児
童
の
年
齢
は
七
・
五
歳
か
ら
八
歳
）
　
で
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
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て
い
る
。
週
当
た
り
の
授
業
時
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
時
間
と
六
時
間
で
あ
る
。
週
当
た
り
の
総
授
業
時
数
が
三
十
時
間
で
あ
る
か
ら
、

地
理
教
育
の
占
め
る
割
合
は
高
い
と
い
え
る
。

「
地
学
讃
方
」
　
の
学
習
内
容
と
方
法
は
、
「
小
撃
教
則
」
　
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
五
級
　
六
ケ
月
一
週
三
字
　
　
　
地
学
讃
方
　
日
本
国
益
ヲ
授
ク
ル
　
讃
本
譜
方
ノ
如
シ

第
四
級
　
六
ケ
月
一
過
六
字
　
　
　
地
学
讃
方
　
世
界
園
轟
ヲ
授
ク
ル

『
日
本
国
轟
』
（
瓜
生
責
著
）
　
と
『
世
界
園
轟
』
（
福
沢
諭
吉
著
）
　
が
、
教
科
書
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
国
轟
』
　
の
著

者
瓜
生
寅
は
、
「
学
制
取
調
掛
」
　
に
任
命
さ
れ
た
文
部
少
教
授
の
職
に
あ
っ
た
。
福
沢
諭
吉
の
　
『
世
界
国
益
』
を
範
と
し
て
本
書
全

八
冊
を
著
し
て
い
る
。
総
論
で
地
球
に
つ
い
て
述
べ
、
「
世
界
の
あ
ら
ま
し
」
「
日
本
の
あ
ら
ま
し
」
　
の
あ
と
、
畿
内
五
国
か
ら
各
国

の
地
誌
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

「
小
撃
教
則
」
　
に
　
「
讃
本
譜
方
ノ
如
シ
」
と
あ
る
の
は
、
授
業
方
法
を
意
味
し
、
第
六
級
か
ら
始
め
ら
れ
、
第
六
級
「
讃
本
譜
方
」

に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

西
洋
衣
食
住
撃
問
の
す
ゝ
め
啓
蒙
智
恵
ノ
環
等
ヲ
用
テ
一
句
讃
ツ
、
之
ヲ
授
ケ
生
徒
一
同
之
二
準
諦
ス

「
一
句
讃
ツ
、
之
ヲ
授
ケ
生
徒
一
同
之
二
準
諦
ス
」
か
ら
は
、
当
時
の
授
業
の
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
小
学
教
則
」
　
に
示
さ
れ
た
「
地
撃
讃
方
（
地
理
讃
方
）
」
　
の
下
等
小
学
校
五
級
・
四
級
の
基
本
的
な
学
習
方
法
は
、

教
科
書
の
読
本
と
内
容
の
暗
記
（
暗
諦
）
　
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

2
　
地
学
輪
講
（
地
理
撃
輪
聾

「
地
撃
輪
講
（
地
理
学
輪
講
）
」
は
、
小
学
校
下
等
の
三
級
か
ら
小
学
校
上
等
の
一
級
（
児
童
の
年
齢
は
八
・
五
歳
か
ら
一
三
・
五
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歳
）
　
で
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
地
学
輪
講
」
　
の
学
習
内
容
と
方
法
は
、
「
小
撃
教
則
」
　
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
級
　
六
ケ
月
　
地
学
輪
講
一
週
六
字

日
本
国
益
ヲ
講
述
セ
シ
ム
ル
　
讃
本
輪
講
ノ
如
シ
兼
テ
日
本
地
囲
ノ
用
法
ヲ
示
ス

第
二
級
　
六
ケ
月
　
地
撃
輪
講
一
週
六
字

既
二
撃
フ
所
ノ
世
界
園
轟
ヲ
順
次
講
述
セ
シ
メ
兼
テ
日
本
地
囲
ノ
用
法
ヲ
示
ス

第
一
級
　
六
ケ
月
　
地
学
輪
講
一
過
四
字

前
書
或
ハ
地
撃
事
始
ヲ
以
テ
世
界
地
圃
ノ
用
法
ヲ
講
述
セ
シ
ム

第
八
級
　
六
ケ
月
一
週
六
字

皇
国
地
理
書
ヲ
猫
見
シ
釆
リ
テ
講
述
セ
シ
メ
兼
テ
地
名
ヲ
記
サ
サ
ル
地
囲
ヲ
置
テ
其
地
名
ヲ
呼
ヒ
某
所
ヲ
指
示
セ
シ
ム

第
七
級
　
六
ケ
月
一
過
六
字

典
地
誌
略
ヲ
用
ヒ
テ
前
級
ノ
如
ク
ス
但
兼
テ
地
球
儀
ヲ
用
ユ

『
地
軍
事
始
』
は
、
松
山
棟
竜
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
総
論
の
後
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
大
洋

州
の
地
誌
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
市
岡
正
一
の
　
『
皇
園
地
理
書
』
は
、
東
京
を
出
発
し
て
東
西
に
分
か
れ
、
各
国
を
旅
行
す
る
形
で

地
誌
が
語
ら
れ
て
い
る
。
『
輿
地
誌
略
』
は
、
「
撃
制
取
調
掛
」
　
で
あ
る
内
田
正
雄
の
著
作
で
、
『
地
学
事
始
』
同
様
世
界
各
州
の
地

誌
が
記
述
さ
れ
、
全
八
巻
の
大
作
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
翻
訳
教
科
書
の
　
「
講
述
」
が
授
業
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
等
の
第
三
級
か
ら
「
H
本
地
囲
ノ
用
法
」
を
、

第
一
級
か
ら
「
世
界
地
園
ノ
用
法
」
が
講
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
講
述
の
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
上
等
の
第
八
級
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か
ら
「
地
名
ヲ
記
サ
サ
ル
地
囲
ヲ
置
テ
其
地
名
ヲ
呼
ヒ
某
所
ヲ
指
示
セ
シ
ム
」
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
名
と
そ
の
位

置
の
学
習
で
あ
る
。
第
七
級
か
ら
は
、
地
球
儀
を
用
い
た
授
業
が
始
め
ら
れ
、
第
一
級
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

「
小
学
教
則
」
　
に
示
さ
れ
た
「
地
学
輪
講
」
　
の
特
色
は
、
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
『
日
本
国
益
』
（
瓜
生
寅
著
）
、
『
世
界
国
益
』
（
福
沢
諭
吉
著
）
、
『
地
撃
事
始
』
（
松
山
棟
奄
著
）
、
『
皇
国
地
理
書
』
（
市
岡

正
一
著
）
、
『
輿
地
誌
略
』
　
（
内
田
正
雄
著
）
　
の
教
科
書
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

②
　
基
本
的
学
習
方
法
は
、
教
師
の
　
「
講
述
」
を
聞
く
こ
と
と
読
本
と
内
容
の
暗
記
（
暗
蘭
）
　
で
あ
る
。
第
三
級
の
　
「
讃
本
輪

講
ノ
如
シ
」
と
は
、
「
既
二
撃
ヒ
シ
所
ヲ
諸
涌
シ
来
り
一
人
ツ
、
直
立
シ
所
ヲ
饗
へ
テ
其
意
義
ヲ
講
述
ス
」
　
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
地
撃
輪
講
」
　
は
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
が
基
本
的
学
習
方
法
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

③
　
日
本
地
図
（
下
等
三
級
か
ら
）
、
世
界
地
図
（
下
等
一
級
か
ら
）
　
の
用
法
が
学
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
等
の

八
級
で
の
　
「
地
名
ヲ
記
サ
サ
ル
地
圏
」
　
（
白
地
図
）
　
を
用
い
て
位
置
の
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

④
　
上
等
の
第
七
級
か
ら
第
一
級
に
お
い
て
、
地
球
儀
を
用
い
た
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
地
図
や
地
球
儀

を
用
い
た
学
習
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
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以
上
の
分
析
、
検
討
の
結
果
、
「
小
撃
教
則
」
　
に
示
さ
れ
た
「
地
学
讃
方
（
地
理
諸
方
）
」
「
地
撃
輪
講
（
地
理
撃
輪
講
）
」
に
基
づ

い
た
地
理
教
育
の
方
法
は
、
教
師
の
講
述
を
聞
く
こ
と
、
読
本
、
内
容
の
暗
記
　
（
曙
諦
）
　
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
地
理
的
知
識
の
暗

記
注
入
が
基
本
的
な
学
習
方
法
で
あ
っ
た
。



教
授
方
法
の
理
論
書
に
お
け
る
地
理
教
育
の
方
法

こ
こ
で
は
、
「
撃
制
」
か
ら
「
小
学
教
則
」
　
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
教
師
用
の
教
授
方
法
の
理
論
書
に
お
け
る
地
理
教
育
の
方
法

に
つ
い
て
論
じ
る
。
対
象
と
す
る
理
論
書
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
理
論
書
の
中
で
、
小
学
校
の
「
地
理
」

の
授
業
に
つ
い
て
の
教
授
方
法
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
分
析
、
検
討
の
対
象
と
し
て
妥
当
性
を
持
っ
て
い
る
。

・
　
諸
葛
信
澄
『
小
学
教
師
必
携
』
姻
南
榎
　
明
治
六
年

・
東
京
師
範
学
校
教
師
金
子
尚
政
閲
　
筑
摩
願
師
範
学
校
編
纂
『
上
下
小
学
授
業
法
相
記
全
』
　
明
治
七
年

・
青
木
輔
清
編
『
師
範
撃
校
改
正
小
学
教
授
方
法
』
東
生
民
　
明
治
九
年

R
U

l
　
『
小
畢
教
師
必
携
』

諸
葛
信
澄
の
『
小
学
教
師
必
携
』
は
、
お
そ
ら
く
教
授
方
法
の
理
論
書
と
し
て
の
初
見
で
あ
ろ
う
。
本
文
三
十
五
頁
の
小
冊
子
で
、

下
等
小
学
校
の
第
八
級
か
ら
第
六
級
ま
で
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

下
等
第
六
級
の
　
「
讃
物
」
で
は
、
「
讃
本
、
及
ヒ
地
理
初
歩
ヲ
授
ク
ル
ハ
、
前
級
ノ
如
シ
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
前
級
ノ
如
シ
」

と
は
、
「
語
涌
」
「
涌
讃
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
第
六
級
で
は
、
地
球
儀
を
用
い
た
学
習
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

地
球
儀
ヲ
示
ス
バ
、
地
球
ノ
形
チ
、
及
ヒ
南
北
極
、
或
ハ
経
緯
度
ノ
線
、
或
ハ
赤
道
回
蹄
線
、
或
ハ
熱
帯
寒
帯
、
l
及
ヒ
暖
帯

ノ
匿
別
等
ヲ
、
説
キ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

「
小
撃
教
則
」
　
で
は
、
地
球
儀
は
上
等
の
第
七
級
か
ら
登
場
す
る
。
し
か
し
、
『
小
学
教
師
必
携
』
　
で
は
、
下
等
第
六
級
に
お
い
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て
、
地
球
儀
を
用
い
て
「
地
球
の
形
、
南
極
・
北
極
、
経
線
・
緯
線
、
回
帰
線
、
気
候
帯
の
区
別
」
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。さ

ら
に
、
第
六
級
の
　
「
問
答
」
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

地
理
初
歩
ヲ
問
答
ス
ル
ハ
、
書
中
の
要
虞
ヲ
、
謡
記
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
以
下
書
物
ヲ
問
答
ス
ト
記
セ
シ
バ
、
皆
コ
レ
ニ

同
シ

7

『
地
理
初
歩
』
と
は
、
東
京
師
範
撃
校
で
編
集
し
、
文
部
省
が
刊
行
し
た
教
科
書
で
あ
有
。

第
六
級
で
は
、
「
問
答
」
と
は
「
書
中
の
要
虞
ヲ
、
詰
記
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「
以
下
書
物
ヲ
問
答

ス
ト
記
セ
シ
バ
、
皆
コ
レ
ニ
同
シ
」
か
ら
は
、
「
問
答
」
と
は
「
謡
記
」
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

8

2
　
『
上
下
小
筆
授
業
法
細
記
合
田

『
上
下
小
学
授
業
法
細
記
全
』
は
、
筑
摩
嚇
師
範
撃
校
の
編
纂
で
、
東
京
師
範
撃
校
の
金
子
尚
が
政
閲
（
校
閲
）
し
て
い
る
。
理

論
に
加
え
、
筑
摩
嚇
師
範
学
校
附
属
の
授
業
実
践
を
経
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
凡
例
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

下
等
小
学
第
八
級
ヨ
リ
、
第
五
級
迄
ハ
筑
摩
嚇
師
範
学
校
附
属
生
徒
ノ
実
践
ヲ
経
、
東
京
師
範
学
校
正
課
教
師
ノ
刑
正
ヲ
乞

ヒ
、
授
法
巳
二
一
定
セ
ル
モ
ノ
ト
ス

「
地
理
」
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
、
分
析
、
検
討
す
る
。
本
書
は
、
「
讃
物
」
「
問
答
」
に
お
い
て
、
『
地
理
初
歩
』
等
の
教

科
書
や
地
球
儀
を
用
い
て
授
業
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

下
等
第
六
級
の
「
讃
物
」
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

語
物
　
小
学
讃
本
巻
ノ
三
、
及
ビ
地
理
初
歩
ヲ
授
ク
兼
テ
地
球
儀
ヲ
示
ス
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一
　
（
略
）
一
斉
二
連
語
セ
シ
ム
ル
、
八
級
二
同
ジ

一
連
讃
シ
畢
テ
、
各
自
こ
、
二
行
ヅ
、
ヲ
復
讃
セ
シ
ム
ル
、
八
級
二
同
ジ

一
一
句
ヅ
、
、
連
語
セ
シ
ム
ル
、
八
級
二
同
ジ

一
一
句
ヅ
、
、
各
自
二
讃
マ
シ
ム
ル
、
八
級
二
間
ジ

一
意
義
ヲ
説
示
ス
ル
ニ
嘗
リ
、
地
球
儀
ヲ
用
ヰ
テ
、
地
理
学
ノ
便
概
ヲ
授
ク
ベ
シ

復
讃
一
　
意
義
ヲ
講
ゼ
シ
ム
ル
ニ
富
リ
、
地
球
儀
ヲ
示
ス
、
同
級
讃
物
ノ
健
二
同
ジ

教
授
方
法
と
し
て
　
「
復
讃
セ
シ
ム
ル
」
　
こ
と
、
「
一
句
ヅ
、
、
連
讃
セ
シ
ム
ル
」
　
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容

は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
「
地
球
儀
ヲ
用
ヰ
テ
、
地
理
学
ノ
便
概
」
を
教
授
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
地
理
学
ノ
便
概
」

と
は
、
地
理
学
の
研
究
成
果
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
下
等
第
六
級
の
　
「
問
答
」
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

問
答
　
形
健
線
度
囲
、
及
ビ
地
理
初
歩
、
地
球
儀
、
等
ヲ
問
答
ス

一
凡
四
十
分
マ
デ
、
地
理
初
歩
、
及
ビ
地
球
儀
ヲ
用
ヰ
テ
、
地
球
ノ
旋
樽
、
方
角
、
里
敷
、
及
ヒ
経
緯
ノ
線
、
寒
温
熱
ノ

三
帯
、
五
大
洲
、
五
大
洋
、
等
ノ
匿
別
ヲ
問
ヒ
、
峡
、
漕
、
岬
、
港
、
等
ノ
形
ヲ
塗
盤
二
遥
ヒ
テ
之
ヲ
問
ヒ
、
柏
、
地
球

上
ノ
大
別
ヲ
知
ル
ノ
後
、
本
邦
ノ
地
囲
二
及
フ
ベ
シ
、
但
、
地
理
初
歩
ヲ
問
答
ス
ル
、
其
問
答
ス
ル
所
ヲ
、
琢
メ
謡
記
セ

シ
メ
置
ク
ベ
シ

学
習
内
容
は
、
『
地
理
初
歩
』
と
地
球
儀
を
用
い
て
、
方
角
や
経
線
・
緯
線
、
気
候
帯
、
五
大
洲
、
五
大
洋
等
と
な
っ
て
い
る
。

学
習
方
法
は
、
塗
盤
（
黒
板
）
を
用
い
て
、
地
図
や
地
球
儀
の
基
本
的
な
用
語
と
自
然
地
理
の
基
礎
的
な
知
識
を
問
答
し
て
い
る
。
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「
詰
記
セ
シ
メ
置
ク
ベ
シ
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
知
識
の
暗
記
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
下
等
第
六
級
の
「
問
答
」
で
は
、
地
図
を
用
い
て
の
学
習
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

一
本
邦
ノ
地
囲
ヲ
、
問
答
ス
ル
、
其
位
置
、
地
形
、
五
畿
、
八
道
、
囲
名
、
及
府
解
ノ
所
在
地
等
ヨ
リ
、
漸
々
、
精
密
ヲ

加
へ
、
各
地
、
経
緯
線
ノ
度
、
高
山
、
大
川
、
名
所
、
古
跡
、
等
ノ
・
客
ヲ
問
フ
ベ
シ
、
其
法
、
教
師
、
先
ズ
塗
盤
二
地

園
ヲ
意
キ
、
之
ヲ
問
ヒ
、
或
ハ
一
国
ノ
形
ヲ
窟
ヒ
テ
、
高
山
、
大
川
ノ
位
置
ヲ
問
ヒ
、
或
ハ
順
次
教
団
ヲ
意
ヒ
テ
、
一
道

ノ
形
ヲ
ナ
シ
、
桐
、
熟
ス
ル
ニ
及
テ
一
生
ヲ
シ
テ
、
之
ヲ
意
力
シ
メ
、
他
生
二
質
サ
シ
ム
、
又
固
形
ヲ
物
名
二
比
シ
テ
、

記
憶
セ
シ
メ
、
又
自
国
ヨ
リ
他
国
ヲ
指
シ
テ
、
其
距
離
ヲ
問
フ
ガ
如
キ
、
最
良
法
ト
ス
　
（
略
）

地
形
や
五
畿
八
遺
、
国
名
、
府
賄
ノ
所
在
地
等
に
つ
い
て
、
日
本
地
図
を
用
い
て
確
認
さ
せ
て
い
る
。
学
習
方
法
は
、
塗
盤
（
黒

板
）
　
や
地
図
を
用
い
て
い
る
。
地
図
を
書
か
せ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
学
習
は
、
「
記
憶
セ
シ
メ
」
の
記

述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
地
理
の
基
礎
的
な
知
識
の
暗
記
に
終
始
し
て
い
る
。
二
国
間
の
距
離
を
問
う
に
し
て
も
、
縮
尺
を
用

い
た
も
の
で
は
な
く
、
距
離
そ
の
も
の
の
暗
記
で
あ
る
。

下
等
第
六
級
の
最
後
の
　
「
問
答
」
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

橡
メ
地
理
初
歩
中
、
問
答
ス
ベ
キ
所
ヲ
、
請
記
セ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
、
各
自
輪
講
二
三
回
セ
シ
メ
置
ク
ベ
シ

『
地
理
初
歩
』
を
「
詰
記
セ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
」
に
「
輪
講
」
を
徹
底
し
て
い
る
。

下
等
第
五
級
の
「
讃
物
」
　
で
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

讃
物
　
小
撃
読
本
巻
ノ
四
、
及
ビ
日
本
地
誌
薯
巻
ノ
一
ヲ
授
ケ
、
兼
テ
地
圃
ヲ
示
ス
、

一
日
本
地
誌
薯
巻
ノ
一
ヲ
授
ク
ル
、
本
邦
ノ
地
囲
ヲ
塗
盤
二
掲
ゲ
、
書
二
照
シ
、
各
国
ノ
位
置
、
方
角
、
府
、
解
ノ
所
在
、

名
山
、
大
川
、
等
ヲ
質
問
ス
ル
、
六
級
問
答
ノ
健
二
同
ジ
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教
科
書
が
『
日
本
地
誌
暑
』
　
に
変
わ
っ
た
も
の
の
、
学
習
内
容
と
方
法
は
六
級
の
　
「
語
物
」
と
同
じ
で
あ
る
。
『
日
本
地
誌
薯
』

は
、
東
京
師
範
撃
校
で
編
集
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。
四
巻
か
ら
な
り
、
総
論
か
ら
始
ま
り
、
畿
内
五
国
か
ら
西
海
遺
十
一
国
、
北

海
道
及
び
琉
球
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
地
勢
に
重
点
を
置
き
、
都
邑
、
物
産
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
五
級
の
　
「
問
答
」
　
に
お
い
て
も
『
日
本
地
誌
客
』
が
用
い
ら
れ
、
「
問
答
」
　
の
前
に
「
橡
メ
問
答
ノ
所
ヲ
、
生
徒
二
詳
記

セ
シ
メ
置
ク
ベ
シ
」
「
橡
メ
詰
記
ス
ベ
キ
所
ヲ
、
一
二
回
、
順
讃
セ
シ
メ
置
ク
ベ
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
四
級
の
　
「
語
物
」
や
「
問

答
」
は
、
五
級
の
内
容
と
同
様
で
あ
る
。

第
三
級
の
　
「
問
答
」
　
で
は
、
事
項
暗
記
の
様
相
が
濃
く
な
る
。
「
問
答
」
　
の
最
初
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
略
）
此
二
書
（
日
本
地
誌
客
、
日
本
史
薯
‥
米
田
）
　
ヲ
問
答
ス
ル
ハ
、
授
讃
、
復
讃
ノ
科
二
於
テ
、
講
究
セ
シ
所
ヲ
謡
記

セ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
、
設
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
質
問
ノ
箇
條
ハ
、
授
讃
復
讃
ノ
修
二
同
ジ
、
但
シ
生
徒
ヲ
シ
テ
本
ヲ
用
ヰ
シ
メ

ズ
、
教
師
モ
無
本
ニ
テ
質
問
ス
ベ
シ

「
生
徒
」
に
暗
記
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
教
師
も
暗
記
し
て
本
を
用
い
ず
に
質
問
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
。

第
二
級
で
は
、
「
暗
射
地
固
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
暗
射
地
固
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
略
）
暗
射
地
固
ヲ
用
ヒ
テ
、
萬
園
地
誌
暑
中
、
記
ス
ル
所
ノ
各
国
及
ビ
都
府
、
山
、
川
、
港
、
滞
、
岬
、
峡
、
等
ヲ
順
次

二
指
シ
問
ヒ
、
其
位
置
、
形
勢
ヲ
知
ラ
シ
ム
ベ
シ
、
問
答
ノ
法
六
級
五
級
二
同
ジ
、
（
略
）

「
暗
射
地
囲
」
と
は
、
白
地
図
の
こ
と
で
あ
る
。
「
暗
射
地
囲
」
を
用
い
て
作
業
を
さ
せ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

上
等
に
お
い
て
は
、
第
八
級
の
　
「
讃
物
」
　
の
　
「
譜
記
」
　
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
略
）
　
日
本
地
理
小
誌
ノ
謡
記
ハ
、
府
賄
ノ
位
置
、
郡
名
等
ヨ
リ
地
理
ノ
要
所
ヲ
質
問
ス
ベ
シ
、
（
略
）

上
等
に
な
る
と
、
科
目
名
に
「
詰
記
」
が
登
場
し
て
く
る
。
上
等
の
第
八
級
以
下
で
示
さ
れ
る
「
地
理
」
に
か
か
わ
る
内
容
と
方
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法
は
、
使
用
さ
れ
る
教
科
書
は
変
わ
る
も
の
の
、
地
図
や
地
球
儀
に
関
す
る
基
本
的
な
用
語
と
自
然
地
理
の
基
礎
的
な
知
識
を
問
答

す
る
こ
と
に
は
変
化
が
な
い
。

『
上
下
小
学
授
業
法
細
記
全
』
　
で
は
、
随
所
に
「
謡
記
」
等
の
知
識
注
入
に
関
す
る
文
字
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
地
理
初

歩
』
や
『
日
本
地
誌
署
』
、
『
萬
園
地
誌
薯
』
等
を
教
科
書
と
し
て
用
い
、
教
師
と
の
　
「
問
答
」
に
よ
る
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
が

教
授
方
法
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

9

3
　
『
師
範
学
校
改
正
小
撃
教
授
方
蔽
由

青
木
輔
清
編
に
よ
る
『
師
範
撃
校
改
正
小
筆
教
授
方
法
』
　
で
は
、
「
地
球
儀
教
法
」
　
に
つ
い
て
多
く
の
貢
を
当
て
て
い
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
「
地
球
儀
」
　
の
教
授
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

教
法
は
ま
づ
地
理
初
歩
等
に
て
既
に
習
讃
せ
し
地
球
の
形
状
諸
線
の
名
構
海
陸
の
匿
別
等
其
生
徒
の
撃
力
に
應
じ
て
答
へ
易

き
様
に
問
を
設
け
或
は
教
え
或
は
答
へ
又
少
し
く
進
み
た
る
者
よ
り
一
々
其
功
用
を
も
問
を
う
け
答
へ
得
ざ
る
時
は
地
理
初
歩
或
は

地
園
等
の
こ
と
を
引
用
し
生
徒
を
し
て
力
限
（
略
）
其
理
を
発
悟
す
る
よ
う
に
数
え
導
く
べ
し

次
い
で
、
具
体
的
に
「
地
球
儀
問
答
」
を
列
記
し
て
い
る
。
最
初
の
一
例
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
地
球
儀
と
は
何
な
る
や
　
　
△
此
世
界
の
細
小
な
る
雛
型
な
り

問
答
を
記
述
順
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
　
地
球
の
周
囲
等
の
距
離
　
　
2
　
水
陸
の
割
合
　
　
3
　
南
極
・
北
極
　
　
4
　
赤
道
・
緯
線
・
経
線
・
回
帰
線

5
　
気
候
帯
　
　
6
　
大
陸
と
大
洋
　
　
7
　
季
節
の
変
化
　
　
8
　
日
蝕
・
月
食

こ
の
よ
う
に
、
『
師
範
撃
校
改
正
小
撃
教
授
方
法
』
　
に
お
い
て
も
、
地
球
儀
を
用
い
た
教
師
と
の
　
「
問
答
」
　
に
よ
る
地
理
的
知
識
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の
暗
記
注
入
が
教
授
方
法
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
分
析
、
検
討
し
た
結
果
、
「
撃
制
」
か
ら
「
小
学
教
則
」
　
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
教
師
用
の
教
授
方
法
の
理
論
書
に
お
け

る
小
学
校
「
地
理
」
　
の
授
業
構
成
理
論
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

①
「
讃
本
」
や
教
師
と
の
　
「
問
答
」
に
よ
る
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
で
あ
っ
た
。

②
「
問
答
」
　
に
よ
る
地
理
的
知
識
と
は
、
地
図
や
地
球
儀
の
基
本
的
な
用
語
と
自
然
地
理
の
基
礎
的
な
知
識
で
あ
る
。

③
　
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
の
た
め
に
　
「
暗
射
地
固
」
や
「
地
球
儀
」
が
用
い
ら
れ
た
。

「
撃
制
」
か
ら
「
小
畢
教
則
」
期
に
お
け
る
「
地
理
」
の
授
業
構
成
理
論

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
撃
制
」
期
か
ら
「
小
学
教
則
」
期
の
授
業
構
成
は
、
「
講
述
」
「
準
諦
」
「
猿
見
」
「
討
論
」
　
の
学

習
用
語
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
が
基
本
的
な
学
習
過
程
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
地
理
的
知
識
と
は
、

「
小
筆
教
則
」
　
に
指
定
さ
れ
た
教
科
書
の
記
述
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
主
に
地
図
や
地
球
儀
の
基
本
的
な
用
語

と
自
然
地
理
の
基
礎
的
な
知
識
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
教
科
書
が
子
ど
も
用
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
、
小
学
生
に
は

内
容
が
多
く
、
高
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
の
小
学
校
で
の
地
理
学
習
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
中
川
浩
一
は
、
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
の

実
地
授
業
を
経
て
著
さ
れ
た
、
諸
葛
信
澄
『
小
学
教
師
必
携
』
か
ら
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
「
讃
物
」
と
　
「
問
答
」
　
の
二
科
目
に
お
い
て
、
地
理
の
内
容
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

教
材
は
「
日
本
地
誌
略
」
で
あ
る
が
、
〝
地
誌
ヲ
問
答
ス
ル
ニ
ハ
、
囲
及
び
国
中
ノ
名
山
大
川
ノ
位
置
、
或
ハ
蓉
蹟
又
ハ
産
物

ノ
名
ヲ
問
答
シ
、
或
ハ
地
囲
ヲ
以
テ
、
其
位
置
方
角
等
ヲ
問
答
ス
ベ
シ
、
凡
ソ
書
物
ヲ
問
答
ス
ル
ハ
、
書
中
ノ
要
虞
ヲ
暗
記
セ
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シ
ム
ル
ガ
タ
メ
ナ
リ
″
　
と
い
う
よ
う
に
、
授
業
の
展
開
は
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
き
た
場
合
、
「
師
範
学
校
」

の
地
理
教
育
は
ま
っ
た
く
の
暗
記
注
入
法
に
終
始
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
地
理
は
こ
と
ば
の
う
え
で
教
授
さ
れ
て
い

ハ
H
H
u

た
と
考
え
て
も
概
括
的
に
は
、
差
し
支
え
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
児
童
と
の
問
答
さ
え
も
、
「
書
中
ノ
要
虞
ヲ
暗
記
セ
シ
ム
ル
ガ
タ
メ
」
　
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
川
は
、
ス
コ
ッ
ト
　
（
M
．
M
．
S
c
O
t
t
）
　
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
カ
ル
キ
ン
　
（
N
．
A
．
C
a
－
k
i
n
s
）
　
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の

掛
図
に
よ
る
教
授
法
も
、
そ
の
意
図
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
東
京
）
師
範
学
校
は
、
実
地
の
授
業
に
用
い
る
目
的
で
各
種
の
掛
図
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
実
際
の
事
物
を
観
察
す

る
か
わ
り
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
暗
射
図
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
掛
図
を
使
う
（
問
答
）
　
は
、
実
際
に
は
答

え
を
教
師
が
教
え
こ
み
、
児
童
に
は
こ
れ
を
機
械
的
に
、
か
つ
お
う
む
返
し
に
答
え
さ
せ
る
方
向
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
み
て
い
け
ば
、
先
に
引
用
し
た
　
「
中
華
教
師
必
携
」
　
に
み
ら
れ
る
暗
記
注
入
主
義
の
地
理
教
育
が
登
場
す
る
の
も
、
ま

れ
H
U

ハ
H
u

た
む
べ
な
る
か
な
と
評
し
え
よ
う
。
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「
学
制
」
か
ら
「
小
学
教
則
」
廃
止
ま
で
の
時
期
は
、
教
師
に
よ
る
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
「
地

m
〃

理
的
情
報
」
の
教
授
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
授
業
構
成
理
論
は
、
「
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
顛

「
地
理
的
知
識
の
暗
記
注
入
」
は
批
判
さ
れ
、
「
小
学
教
則
」
は
明
治
十
一
年
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
「
地
理
的
知
識

の
暗
記
注
入
」
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
「
開
発
主
義
」
　
の
教
授
方
法
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。



【
注
及
び
引
用
文
献
】

仙
　
細
谷
俊
夫
「
地
理
科
問
題
史
」
『
教
育
』
岩
波
書
店
一
九
三
五
年
　
三
八
五
頁

㈲
　
『
世
界
園
姦
』
（
明
治
二
年
）
　
の
序
文
に
は
、
「
専
ラ
見
童
婦
女
子
ノ
輩
ヲ
シ
テ
世
界
ノ
形
勢
ヲ
解
セ
シ
メ
、
其
知
識
ノ
端
緒
ヲ
開
キ
天
下
幸
福
ノ
基

ヲ
立
ン
ト
ス
ル
」
と
記
さ
れ
、
啓
発
的
な
意
図
を
持
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
附
録
の
巻
の
六
に
は
地
理
学
の
総
論
、
天
文
の

地
学
、
自
然
の
地
学
、
人
間
の
地
学
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

㈱
　
菊
池
光
秋
「
明
治
期
よ
り
現
在
に
至
る
地
理
教
育
の
歴
史
」
伊
瀬
仙
太
郎
編
『
わ
が
国
の
義
務
教
育
に
お
け
る
教
育
方
法
の
歴
史
的
研
究
』
風
間
書

房
一
九
七
二
年
　
三
一
九
－
三
二
〇
頁

㈱
　
「
撃
制
」
　
の
第
十
二
単
に
は
、
「
地
撃
大
意
」
が
小
学
校
下
等
の
一
四
の
教
科
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。

「
撃
制
」
と
「
小
撃
教
則
」
の
公
表
一
ケ
月
の
ず
れ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
地
撃
大
意
」
と
「
小
撃
教
則
」
に
お
け
る
「
地
撃
諌
方
」
「
地
攣
輪
講
」

は
同
様
の
教
科
と
考
え
ら
れ
る
。
教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
第
一
巻
』
教
育
資
料
調
査
会
一
九
三
八
年
　
三
九
七
五

（7）（6）（5）

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
第
一
巻
』
教
育
資
料
調
査
会
一
九
三
八
年

諸
葛
信
澄
『
小
撃
教
師
必
携
』
姻
両
棲
一
八
九
三
年
一
四
五

『
地
理
初
歩
』
は
全
文
二
四
五
の
小
冊
子
で
、
地
理
学
の
定
義
、
陸
地
と
大
洋
、
半
球
の
別
、
方
位
、
五
大
洲
、
経
緯
度
、
半
島
・
山
脈
・
海
峡
な

129

890

．
日
u肌㈹

ど
の
自
然
地
理
の
項
目
で
占
め
ら
れ
、
事
実
的
地
理
情
報
だ
け
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
師
範
撃
校
編
纂
『
地
理
初
歩
』
文
部
省

正
）東
京
師
範
撃
校
数
師
金
子
尚
政
閲
筑
摩
嚇
師
範
撃
校
編
纂
『
上
下
小
撃
授
業
法
細
記
全
』
　
一
八
七
四
年

青
木
輔
清
編
『
師
範
畢
校
改
正
小
撃
教
授
方
法
』
東
生
民
一
八
七
六
年

中
川
浩
一
『
近
代
地
理
教
育
の
源
流
』
古
今
書
院
　
七
五
頁
一
九
七
八
年

中
川
前
掲
書
　
七
七
頁

一
八
七
四
年
（
改

『
「
地
理
的
情
報
」
の
教
授
期
』
の
用
語
は
、
岩
田
一
彦
に
依
拠
し
て
い
る
。
岩
田
は
、
こ
の
時
期
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
基
本
的
学
習
方
法
は
読
本
で
あ
り
、
内
容
の
暗
記
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
習
得
さ
れ
る
内
容
は
、
地
理
的
情
報
の
獲
得
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
期
を
『
地
理
的
情
報
』
教
授
期
と
名
づ
け
た
。
」
　
岩
田
一
彦
「
地
理
教
育
史
に
お
け
る
『
地
理
認
識
』
観
の
変
遷
」
『
地
理
科
学
』
四
一
巻
一
号

一
九
八
六
年
　
三
四
貢


